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◆
水
道
事
業
の
民
営
化
？ 

水
道
法
の
改
正
が
昨
年
１
２
月
に
成
立
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
審
議
過
程
な
ど
で
は
、「
水
道
の
民
営
化
」
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
人
口
減
少
、
水
道
施
設
の
維
持

管
理
、
技
術
職
員
の
確
保
な
ど
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
公
営
企
業
に
関
し
て
水
道
・
下
水

道
に
つ
い
て
は
、「
経
営
戦
略
」の
策
定
・
改
定
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

各
自
治
体
で
は
、
す
で
に
「
経
営
戦
略
」
を
策
定
、
改
定
、
従

来
の
経
営
計
画
の
改
定
に
あ
わ
せ
て
「
経
営
戦
略
」
を
策
定
す
る

と
こ
ろ
だ
と
理
解
し
ま
す
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
広
域
化
を
し

た
と
こ
ろ
や
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
広
域
化

を
阻
害
し
て
い
る
と
考
え
る
理
由
に
は
、
料
金
水
準
や
財
政
状
況

を
挙
げ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
の
水
道
事
業
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
た
め
、
「
経
営
戦

略
」
の
策
定
で
の
今
後
の
経
営
見
通
し
に
関
し
て
、
管
路
の
経
年
・

更
新
、
職
員
数
（
技
術
職
）
の
推
移
、
施
設
の
耐
震
化
、
人
口
の

予
測
、
有
収
率
、
料
金
収
入
の
見
通
し
な
ど
経
営
見
通
し
に
つ
い

て
、
改
め
て
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。 

さ
ら
に
は
、
訓
練
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

地
域
防
災
計
画
、所
管
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
対
応
に
関
し
て
、

最
近
の
災
害
発
生
状
況
を
踏
ま
え
て
検
証
す
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

今
後
、
人
口
減
少
が
進
む
と
予
測
さ
れ
る
中
、
他
の
公
営
企
業

の
経
営
状
況
・
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
確
認

し
て
お
く
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

【
参
考
・
日
本
水
道
協
会
「
改
正
水
道
法
」、
総
務
省
「
公
営
企
業
の
経
営
」、

熊
本
市
上
下
水
道
局
「
熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
記
録
誌
」】 

◆
外
国
人
児
童
生
徒
の
受
入
れ 

 

「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
法
務
省
設
置
法
」
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
従
来
か
ら
も
、
外
国
か
ら
の
労
働
者
な
ど

在
留
外
国
人
は
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。 

地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
と
日
本
人
と
の
交
流
や
生
活
習
慣
の
対

応
な
ど
、
各
地
域
で
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
解
決
へ
向
け
て
様
々

な
努
力
や
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ

て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
日
常
会
話
、
学
校
教

育
、
進
路
、
就
職
、
生
活
習
慣
、
ゴ
ミ
分
別
・
ゴ
ミ
出
し
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

年
齢
毎
の
在
留
外
国
人
数
と
各
行
政
需
要
と
対
応
状
況
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
当
然
言
葉
の
意
思
疎
通
の
課
題
も
含
め
て

確
認
し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

言
葉
の
課
題
に
関
し
て
は
、
筆
者
の
身
近
の
事
例
で
、
外
国
人

の
保
護
者
（
こ
の
場
合
は
母
親
で
し
た
。）
が
、
そ
の
子
ど
も
が
小

学
校
に
入
学
し
た
際
に
、
学
校
の
許
可
を
得
て
授
業
の
見
学
（
保

護
者
自
身
の
日
本
語
の
習
得
の
た
め
。）
し
た
事
例
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
そ
の
親
は
、
不
自
由
な
く
日
本
語
で
の
会

話
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
３
年
生
の
生
徒
を
支
援
し
て



い
る
方
か
ら
は
、
日
本
語
の
理
解
か
ら
進
路
を
ど
う
考
え
る
か
と

い
う
話
を
受
け
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
教
育
に
つ
い
て
触
れ
る
こ

と
と
し
ま
す
。
自
治
体
の
中
で
は
、
外
国
人
在
留
者
が
多
く
、
す

で
に
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
指
導
、
学
校
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
こ
で
、
外
国
人
の
児
童
生
徒
と
し
て
い
ま
す
が
、
当
然
、
妊

娠
・
出
産
・
学
齢
期
ま
で
の
対
応
や
手
続
き
の
広
報
・
周
知
も
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

平
成
３
１
年
３
月
１
５
日
「
外
国
人
の
子
供
の
就
学
の
促
進
及

び
就
学
状
況
の
把
握
等
に
つ
い
て
（
通
知
）」
に
お
い
て
、
外
国
人

労
働
者
受
け
入
れ
の
法
改
正
に
伴
っ
て
の
「
総
合
的
対
策
」
を
取

り
ま
と
め
、
そ
れ
を
受
け
て
、
外
国
人
の
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い

て
も
一
層
の
充
実
を
図
る
と
し
て
自
治
体
に
通
知
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
各
自
治
体
に
お
け
る
、「
義
務
教
育
段
階
の
外
国
人

の
子
供
の
就
学
状
況
や
就
学
促
進
の
取
組
等
に
関
す
る
調
査
」
の

依
頼
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
そ
の
通
知
で
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
、
１
外
国
人
の
子

ど
も
の
就
学
の
促
進
及
び
就
学
状
況
の
把
握
と
し
て
、
(1)
就
学
案

内
等
の
徹
底
、
(2)
就
学
状
況
の
把
握
、
(3)
外
国
人
関
係
行
政
機

関
と
の
連
携
の
促
進
、
２
学
校
へ
の
円
滑
な
受
入
れ
と
し
て
、
(1)

就
学
校
の
決
定
に
伴
う
柔
軟
な
対
応
、
(2)
障
害
の
あ
る
外
国
人
の

子
ど
も
の
就
学
先
の
決
定
、
(3)
受
入
れ
学
年
の
決
定
等
、
(4)
学

習
の
機
会
を
逸
し
た
外
国
人
の
子
供
の
学
校
へ
の
受
入
れ
促
進
、

(5)
学
齢
を
経
過
し
た
外
国
人
へ
の
配
慮
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

児
童
生
徒
の
学
習
と
と
も
に
、
外
国
人
の
保
護
者
と
学
校
と
の

意
思
疎
通
も
課
題
に
な
る
か
と
考
え
ま
す
。
以
前
、
外
国
人
の
保

護
者
の
方
か
ら
、
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
内
容
が
わ
か
り
に
く

い
と
の
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
と
も
に
保

護
者
と
の
意
思
疎
通
を
は
か
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
考
え
ま
す
。 

 

外
国
人
児
童
生
徒
の
学
習
支
援
で
は
、
学
習
指
導
の
前
提
と
な

る
日
本
語
の
指
導
に
お
け
る
人
材
確
保
、
す
な
わ
ち
、
教
員
だ
け

で
は
な
く
「
指
導
員
」（
児
童
生
徒
の
言
語
を
理
解
し
、
教
員
の
指

導
を
補
助
す
る
。）
確
保
、
ま
た
は
、
養
成
が
課
題
と
な
る
か
と
考

え
ま
す
。「
働
き
方
改
革
」
の
中
、
教
員
の
負
担
を
避
け
る
た
め
、

「
指
導
員
」
の
確
保
は
大
切
か
と
考
え
ま
す
が
、
指
導
員
の
教
員

免
許
、
財
政
負
担
も
含
め
て
の
検
討
も
必
要
か
と
考
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
実
際
に
外
国
人
児
童
生
徒
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
教

員
、
そ
し
て
、
在
留
外
国
人
保
護
者
の
認
識
が
ど
う
な
の
か
、
教

育
委
員
会
と
し
て
ど
う
捉
え
、
対
応
し
て
い
る
か
、
今
後
の
取
組

は
ど
う
か
な
ど
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

【
参
考
・
文
科
省
「
外
国
人
児
童
生
徒
受
入
れ
の
手
引
き
（
改
訂
版
）」
２

０
１
９
年
３
月
、「
外
国
人
の
子
供
の
就
学
の
促
進
及
び
就
学
状
況
の
把
握

等
に
つ
い
て
（
通
知
）」
平
成
３
１
年
３
月
１
５
日
付
】 

◆
議
会
・
議
員
の
役
割 

 
先
の
水
道
法
改
正
で
は
な
い
で
す
が
、
特
に
、
議
会
が
関
与
す

る
部
分
が
あ
る
、
議
決
事
件
で
あ
る
課
題
で
は
、
自
分
の
自
治
体

の
行
財
政
運
営
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く
こ
と
、
一
般
論
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
議
員
と
し
て

の
職
責
、
説
明
責
任
が
重
要
と
考
え
ま
す
。 


